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１
月
10
日
、
成
人
の
日
と
い
う
「
人
生
の

節
目
」
を
迎
え
る
新
成
人
を
祝
う
赤
磐
市

成
人
式
が
、
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
の
対
象
者
は
、
男

性
１
８
４
人
、
女
性
２
１
８
人
の
計

４
０
２
人
で
、
こ
の
日
は
３
５
８
人
が

市
内
外
か
ら
出
席
し
ま
し
た
。

　

砂
川
清
流
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
で
幕
を

開
け
た
式
典
は
粛
々
と
執
り
行
わ
れ
、
市
長
が

式
辞
を
述
べ
、
来
賓
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
の
ち
、
赤
磐
市
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
新
成
人
代
表
の
犬
飼
紳
吾

さ
ん
と
岡
﨑
明
美
さ
ん
が
「
私
た
ち
を
温
か

い
愛
情
で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
し
、

向
上
心
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん

赤
磐
市

  

成
人
式

平
成
28
年
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平成28年 赤磐市成人式

▲指先に色とりどりのインクを付けて樹木を表現するスタンプアート

で
い
き
た
い
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
13
人
の
成
人
式
実

行
委
員
が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
手
掛
け

た
イ
ベ
ン
ト
「
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
・
恩
師
へ
の
花
束
贈
呈
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学
時

代
の
懐
か
し
い
映
像
が
映
し

出
さ
れ
る
と
大
き
な
歓
声
が

鳴
り
響
き
、
お
世
話
に
な
っ

た
恩
師
と
の
再
会
を
喜
び

合
う
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

〈
来
年
の
成
人
式
〉

平
成
29
年
１
月
８
日

㈰
開
催
予
定
で
す
（
対

象
者
は
、
平
成
８
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
人
）。
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

発
達
障
害

　

最
近
、「
発
達
障
害
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
す
る
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

発
達
障
害
と
は
、
脳
の
機
能
が

関
係
す
る
生
ま
れ
つ
き
の
障
害
で
、

原
因
は
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

発
達
障
害
と
は
？

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
発
達
障

害
」
と
言
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
人
の
発
達
に
な
ん
ら
か

の
ズ
レ
が
生
じ
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
…

・�

発
達
の
遅
れ
／
人
は
身か

ら
だ体

の
成

長
と
共
に
知
能
も
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
発
達
障
害

の
人
は
こ
の
知
能
の
成
長
が
遅

く
生
活
面
や
学
習
面
で
困
難
さ

が
出
て
き
ま
す
。
発
達
の
遅
れ

に
は
、
知
能
や
言
葉
の
遅
れ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

・�

発
達
の
偏
り
／
「
私
は
算
数
が

不
得
意
だ
け
ど
国
語
は
得
意
な

の
」
こ
の
よ
う
な
会
話
は
子
ど

も
の
こ
ろ
、
よ
く
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
か
。
人
は
得
意
な
も

の
と
、
不
得
意
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
発
達
の
偏
り

が
あ
る
人
は
、
こ
の
得
意
、
不

得
意
が
生
活
面
や
学
習
面
で
著

し
く
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
発

達
の
偏
り
に
は
、
場
の
空
気
が

読
め
な
い
、
注
意
・
関
心
が
著

し
く
偏
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

発
達
障
害
の
種
類

　

発
達
障
害
に
は
「
自
閉
症
」
や

「
広
汎
性
発
達
障
害
」、「
注
意
欠

陥
多
動
性
障
害
」、「
学
習
障
害
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

正
し
く
理
解
し
て

く
だ
さ
い

　
「
発
達
障
害
」
へ
の
理
解
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
ま
だ
ま
だ
周
囲
に
誤

解
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
の
が

実
情
で
す
。
決
し
て
、
子
育
て
の

仕
方
が
間
違
っ
て
い
る
か
ら
障
害

に
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
障
害
ゆ
え
に
本
人
な
り
の
努

力
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
多

く
、
間
違
っ
た
対
応
に
よ
っ
て
苦

し
ん
で
い
る
人
も
多
い
の
で
す
。

障
害
を
正
し
く
理
解
し
、
そ
の
人

の
特
性
に
合
っ
た
対
応
を
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
社
会
に
適

応
し
安
定
し
た
暮
ら
し
も
で
き
ま

す
。
発
達
障
害
の
正
し
い
理
解
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

あ
か
い
わ
発
達
障
害

支
援
セ
ン
タ
ー

　

市
内
に
あ
る
「
あ
か

い
わ
発
達
障
害
支
援
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
発
達

障
害
に
つ
い
て
専
門
的

な
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
左
記
の
よ
う

な
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

【
中
学
校
と
の
連
携
事
業
】

　

発
達
障
害
の
子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
高
陽
中
学
校
と
の
連
携
事
業
（
モ

デ
ル
事
業
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校

訪
問
を
し
、
子
ど
も
の
生
活
や
進
路
に

つ
い
て
先
生
た
ち
と
相
談
し
な
が
ら
支

援
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
問
題
は
学
校
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
課
題
で
あ
り
、
発
達
障

害
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
地
域
の

み
な
さ
ん
で
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

＜相談したいと思ったら…＞
あかいわ発達障害支援センター

（山陽児童館内）
　☎086-229-1150

※要電話予約

知
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

発
達
障
害

広報あかいわ（平成28年2月号） 4



情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

情報ボックス
INFORMATION BOX

　

消
防
団
は
、

そ
れ
ぞ
れ
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
、

「
自
分
の
地
域

は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う

精
神
に
基
づ
き
、

地
域
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た

め
に
活
躍
し
て

い
る
人
た
ち
が

集
ま
る
消
防
機

関
の
一
つ
で
す
。

火
災
発
生
時
の

消
火
活
動
、
地

震
や
風
水
害
な

ど
の
災
害
発
生
時
の
救
助
・
救
出
活
動
、
警

戒
巡
視
、
災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な
ど
に
従
事
し
、

地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
だ
け

で
な
く
、
平
常
時
に
お
い
て
も
訓
練
、
防
火

指
導
、
広
報
活
動
な
ど
防
災
力
の
向
上
や
地

域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
に

「
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
消
防
団
員
に
は
、
火
災
予
防
や
地
域

防
災
な
ど
の
広
報
・
啓
発
活
動
を
主
に
、
消

防
団
が
行
う
各
種
行
事
へ
の
参
加
、
災
害
時

の
後
方
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

■
募
集
人
員

・
女　
性　
部
…
…
…
５
人
程
度

・
山
陽
方
面
隊
…
…
…
20
人
程
度

・
赤
坂
方
面
隊
…
…
…
10
人
程
度

・
熊
山
方
面
隊
…
…
…
１
人
程
度

・
吉
井
方
面
隊
…
…
…
34
人
程
度

■
入
団
資
格

・
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上
50
歳

未
満
の
人
（
た
だ
し
、
任
命
権
者
が
特
に

必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
）

・
健
康
で
防
災
意
欲
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
旺
盛
な
人

■
消
防
団
員
の
処
遇

・
条
例
に
基
づ
き
年
報
酬
・
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

・
活
動
に
必
要
な
被
服
を
貸
与
し
ま
す
。

・
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
、
表
彰
な

ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
消
防
本
部
消
防
総
務
課
消
防
団
係

赤磐市消防団
団員募集！

学生・女性消防団員歓迎

地域の安心・安全の
ために一緒に

活動しましょう。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な

人
の
大
切
な
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
の
は
そ
ば
に
居
る
あ
な

た
で
す
！

　

心
臓
が
止
ま
っ
た
と
き
に
有

効
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、
そ
の
他

ケ
ガ
に
対
す
る
適
切
な
応
急
手

当
て
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。
年
齢
や
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
受
講
希
望
者
が
少
数
の
場
合

は
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
本
部 

東

出
張
所

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
２
月
19
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

■電話番号一覧 ※情報ボックス・コラム内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷秘書企画課……………☎ 955-2692

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷市民課国保年金班……☎ 955-1113

　▷協働推進課……………☎ 955-1745

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷子育て支援課…………☎ 955-2635

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷農林課…………………☎ 955-6174

　▷上下水道課工務班……☎ 955-2743

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷ 健康福祉課……………☎ 957-4822

　▷ 産業建設課……………☎ 957-4824

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

　▷ 産業建設課……………☎ 995-1217

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

　▷産業建設課……………☎ 954-1319

●教育委員会
　▷学校教育課……………☎ 955-0972

　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷熊山分室………………☎ 995-1360

　▷中央図書館……………☎ 955-0076

　▷熊山図書館……………☎ 995-1273

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷消防総務課消防団係…☎ 955-2245

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●桜が丘いきいき交流センター…☎ 995-9321

●エコプラザあかいわ……☎ 955-1560

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！
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赤磐市観光協会

岡山県最低賃金は時間額735円です。
また、特定最低賃金（県内／時間額）は次のと
おりです。
・耐火物製造業………………………858円
・鉄鋼業………………………………874円
・一般機械器具製造業………………851円
・電気機械器具製造業………………787円
・自動車・同附属品製造業……………839円
・船舶製造・修理業，舶用機関製造業……869円
・各種商品小売業……………………794円

■問い合わせ先
・岡山労働局労働基準部賃金室
　☎086-225-2014

最低賃金
 赤磐市観光協会では、観光と産業経済の振興に寄与す
ることを目的に、伝統行事の推進や新たな観光資源の発
掘など、さまざまな観光事業を行っています。
　赤磐市の素晴らしさを広くＰＲしていくために、会員を
随時募集していますので、協会の趣旨に賛同する多くの
皆さんの入会をお待ちしています。

〈会　員〉
・通常会員…商工観光に関連がある事業者や団体
・個人会員… 商工観光に関連がある個人や協会の趣旨

に賛同する個人
〈会　費〉
・通常会員、個人会員ともに年額1,000円以上

■問い合わせ・申し込み先
・赤磐市観光協会事務局（本庁商工観光課内） ☎955-6175

会員募集必ず
チェック!!

　
☎（
９
５
５
）３
２
１
１

・
赤
坂
中
学
校
（
担
当
／
末
廣
）

　
☎（
９
５
７
）３
０
１
４

・
磐
梨
中
学
校
（
担
当
／
江
田
）

　
☎（
９
９
５
）０
０
０
４

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
授

業
時
の
学
習
支
援
な
ど
を
行
う

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
勉
強
を
し
た
り
、
体

を
動
か
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

■
参
加
条
件
／
教
員
志
望
の
大

学
生
や
大
学
院
生
で
、
平
日
週

１
回
程
度
活
動
で
き
る
人
（
学

年
・
学
部
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
活
動
内
容
／
学
習
支
援
や
ク

ラ
ブ
活
動
の
支
援
な
ど
学
校

教
育
全
般

■
場
所
／
市
内
の
小
・
中
学
校

■
期
間
／
５
月
〜
翌
年
３
月
（
年

度
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
勤
務

す
る
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瞳
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
一
緒
に
働
き
ま
せ

ん
か
。
ま
ず
は
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／
小
学
校
ま
た
は
中

学
校
教
諭
の
免
許
状
を
所
有
す

る
人
（
取
得
見
込
み
も
可
）

■
応
募
期
間
／
随
時
受
付

■
勤
務
形
態
／
常
勤
ま
た
は
非

常
勤

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い

育
ち
や
学
び
の
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
」
体
制
づ
く

り
を
行
い
、
学
校
の
支
援
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
地
域
の
人
々
の

力
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形

で
提
供
し
、
支
援
す
る
も
の
で

す
。「
無
理
を
し
な
い
で
で
き
る

こ
と
」
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
代
表
的
な
支
援
内
容

・
学
習
支
援
…
家
庭
科
の
実
技

補
助
や
読
み
聞
か
せ
、
放
課

後
の
学
習
会
支
援
な
ど

・
環
境
整
備
支
援
…
草
刈
り
、

庭
木
の
せ
ん
定
な
ど

・
活
動
支
援
…
昔
遊
び
な
ど

・
安
全
支
援
…
登
下
校
の
見
守
り
、

校
外
学
習
の
付
き
添
い
な
ど

※
支
援
内
容
は
各
学
校
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
各
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
山
陽
西
小
学
校
（
担
当
／
難
波
）

　
☎（
９
５
５
）２
０
０
２

・
山
陽
東
小
学
校
（
担
当
／
林
）

　
☎（
９
５
５
）１
９
１
１

・
山
陽
北
小
学
校
（
担
当
／
吉
本
）

　
☎（
９
５
５
）２
８
５
８

・
豊
田
小
学
校
（
担
当
／
上
山
）

　
☎（
９
９
５
）０
０
１
５

・
桜
が
丘
小
学
校
（
担
当
／
三
宅
）

　
☎（
９
９
５
）０
０
３
５

・
城
南
小
学
校
（
担
当
／
内
田
）

　
☎（
９
５
４
）０
７
０
０

・
仁
美
小
学
校
（
担
当
／
太
田
）

　
☎（
９
５
８
）２
１
１
５

・
高
陽
中
学
校
（
担
当
／
森
本
）

　
☎（
９
５
５
）０
０
０
４

・
桜
が
丘
中
学
校
（
担
当
／
佐
藤
）

●
募
集

講
師
の
登
録
者
募
集

●
募
集

平
成
28
年
度
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
募
集

将
来
教
員
を
目
指
す
学
生
さ
ん
へ

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、5ページの電話番号一覧をご覧ください。

　まちづくりサロン「まちつく～る」に参加して、みん
なで楽しく赤磐の「いいね！」を語り合いましょう。
　まちづくりサロン「まちつく～る」とは、みんなで集
まって「まちづくり」について楽しく語り合う場です。
進行は、市民ファシリテーターの皆さんが行います。
お気軽にご参加ください。

●日時／２月１１日（木・祝）　午後１時～４時
●場所／赤坂健康管理センター多目的ホール
●対象／市内在住または在勤・在学の人
●定員／２０人（先着順）　　●参加費／無料
●申込期限／２月８日㈪
　※託児が必要な場合はご相談ください。
●問い合わせ・申し込み先／本庁協働推進課

まちづくりサロン「まちつく～る」開催
やっぱり赤磐いいところ「赤磐市の魅力再発見！」

　急速に進む少子高齢化や生活様式の変化など
により発生する地域課題について柔軟に対応し
ていくため、「協働」で「まちづくり」を行うこと
が必要とされています。
　「協働のまちづくり」について学びましょう！

■日時／２月2１日㈰　午後１時30分～３時30分
■場所／中央図書館多目的ホール
■�講師／多田 憲一郎さん（鳥取大学地域学部

地域政策学科 教授）
■定員／5０人（先着順）　　■参加費／無料
■申込期限／２月17日㈬
　※託児が必要な場合はご相談ください。
　※手話通訳があります。
■問い合わせ・申し込み先／本庁協働推進課

協働で輝くまちづくり
平成27年度 まちづくり人材養成講座

　

臨
時
栄
養
士
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
・
条
件
／
栄
養
士
免

許
、
普
通
運
転
免
許
証
保
持
者
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人

■
募
集
人
数
／
１
人

■
雇
用
場
所
／
赤
坂
支
所

■
採
用
予
定
日
／
４
月
１
日
㈮

■
申
込
書
類
／
履
歴
書
、
栄
養

士
免
許
証
の
写
し

■
選
考
基
準
／
書
類
選
考
、
面

接
に
よ
る

■
申
込
期
限
／
２
月
19
日
㈮ 

必
着

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　
〒
７
０
１︲

２
２
９
２

　
赤
磐
市
町
苅
田
５
１
６

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
健
全
育
成
の
一
層

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

市
と
教
育
委
員
会
で
は
「
子

ど
も
は
赤
磐
の
宝
」
を
合
言
葉

に
青
少
年
健
全
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
６
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館
２
階 

大

集
会
室

■
内
容

・
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作

文
の
表
彰
と
発
表

・
弁
論
発
表

・
記
念
講
演
…
「
社
会
全
体
で

子
ど
も
を
見
守
る
こ
と
と
は

〜
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の

連
携
を
考
え
る
〜
」

　
講
師
…
阪
根 
健
二
さ
ん
（
鳴

門
教
育
大
学
大
学
院 

学
校
教

育
研
究
科 

教
授
）

■
対
象
／
一
般
、
青
少
年
健
全

育
成
関
係
者

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

■
日
時
／
２
月
10
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所
／
熊
山
支
所
２
階 

第
１

会
議
室

■
相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所 

年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制
に
な
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

　

地
域
の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

■
日
時
／
３
月
17
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー 
講
座
室
⑶

■
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
３
月
11
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
桜
が

丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

●
募
集

臨
時
職
員（
栄
養
士
）募
集

●
お
知
ら
せ

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
を

開
催
し
ま
す

●
お
知
ら
せ

年
金
相
談（
※
要
予
約
）

●
お
知
ら
せ

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

歴
史
講
座「
文
化
財
っ
て
な
あ
に
？
」

広報あかいわ（平成28年2月号）7



●
第
11
回
く
ら
し
を
考
え
る
消
費
者
の
つ
ど
い

　
ご
家
族
・
ご
友
人
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
く
ら
し
の
知
恵
を

見
つ
け
に
来
て
く
だ
さ
い
！

■
日
時
／
２
月
14
日
㈰

・
講　

演
…
午
後
１
時
～
３
時
10
分

・
交
流
会
…
午
後
３
時
10
分
～
４
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館　

■
内
容

▼
第
１
部
…
講
演
（
午
後
１
時
～
３
時
10
分
）

・
テ
ー
マ
「
あ
な
た
の
や
る
気
を
10
倍
に
す
る
整
理
の
話
」

・ 

講
師
…
佐
藤 

亮
介
さ
ん
（
男
性
初
・
岡
山
初
の
整
理
収
納
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
１
級
＆
認
定
講
師
資
格
整セ

イ

リ

ス

ト

理
ｉ
ｓ
ｔ
）

▼
第
２
部
…
交
流
会
（
午
後
３
時
10
分
～
４
時
）

・
テ
ー
マ
「
私
の
整
理
整
と
ん
法
」

　

 

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、情
報
交
換
を
し
ま
す
。
自
由
な

雰
囲
気
で
気
軽
に
話
し
て
、
交
流
を
深
め
、
知
っ
て
得
す
る
く
ら

し
の
知
恵
情
報
を
み
つ
け
て
い
た
だ
く
時
間
で
す
。

　

心
ば
か
り
の
「
お
も
て
な
し
」
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼ 

常
時
…
手
づ
く
り
作
品
展
示
（
会
員
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
）

絵
手
紙
・
手
芸
用
品
・
洋
服
な
ど

■
参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
／
必
要

■
主
催
／
赤
磐
市
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
本
庁
く
ら
し
安
全
課 

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

「
の
ぞ
い
て
み
よ
う 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
」

 

～ 

衣
・
食
・
住  

き
ほ
ん
の
き 

～

情報ボックス
INFORMATION BOX 

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
市
の
助
成
に
よ
り
、
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ

か
を
接
種
し
た
人
の
う
ち
、
接

種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、

医
療
機
関
を
受
診
し
た
人
は
、

接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ

る
と
、
医
療
費
・
医
療
手
当
が

支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、

具
体
的
な
請
求
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構 

救
済
制
度
相
談
窓
口

　
☎
０
１
２
０（
１
４
９
）９
３
１

　
☎
０
３（
３
５
０
６
）９
４
１
１（
有
料
）

　

近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

林
産
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
野

生
鳥
獣
の
生
態
な
ど
を
学
び
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
28
日
㈰

　
午
後
１
時
〜

■
場
所
／
吉
井
会
館 

多
目
的

ホ
ー
ル

■
内
容　

①
講
演
…
「
野
生
動
物
対
策
の

現
状
と
基
本
」

　
講
師
…
坂
田 

宏
志
さ
ん
（
㈱
野

生
鳥
獣
対
策
連
携
セ
ン
タ
ー
）

②
解
説
…
「
狩
猟
制
度
に
つ
い
て
」

　
講
師
…
岡
山
県
職
員

③
防
護
柵
の
設
置
講
習

④
狩
猟
に
か
か
る
新
技
術
の
紹

介　
ほ
か

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
２
月
19
日
㈮

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

農
林
課
、
各
支
所
産
業
建
設
課

　

冬
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
と

き
に
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４

度
以
下
や
、
風
あ
た
り
の
強
い

所
で
は
マ
イ
ナ
ス
１
度
か
ら
２

度
に
な
る
と
、
水
道
管
が
凍

結
し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
早
め
に
防
寒
の
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
メ
ー
タ
ー
を
保
護

す
る
た
め
に
は
、メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
中
に
、
使
い
古
し
の
毛

布
や
布
切
れ
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
を
入
れ
て
保
温
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら

蛇
口
ま
で
の
漏
水
は
、
市
で
は

修
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
赤
磐

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
の
バ
ル
ブ
で
止
水
で
き
な

い
場
合
や
そ
の
他
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
上
下

水
道
課
工
務
班

●
お
知
ら
せ

赤
磐
市
有
害
鳥
獣
対
策
セ
ミ
ナ
ー

●
お
知
ら
せ

寒
く
な
っ
た
ら
早
め
に
水
道
管
の

防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

●
お
知
ら
せ

予
防
接
種
の
副
反
応
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、5ページの電話番号一覧をご覧ください。

●絵本はともだち　毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい　毎週土曜日 午前10時30分～11時、 第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●きらり☆しあたー大人版映画上映会『ラジオ』　20日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（民話の語り）　21日㈰ 午後2時～2時30分

●ブックんのおはなしかい　6日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい　10日㈬ 午前11時～11時20分

●なかよしタイム　9日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや　20日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなし会　13日㈯ 午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　19日㈮ 午前10時～正午

●無料観望会　6日㈯ 午後6時～9時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内2 E V E N T  G U I D E  O N  F E B R U A R Y

　

市
内
の
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に

母
親
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

　

３
月
は
、
季
節
の
変
わ
り
目

で
忙
し
く
な
り
、
疲
れ
が
で
や

す
い
時
季
で
す
。
癒
し
効
果
の

あ
る
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
呼

吸
法
を
日
々
の
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
楽
し

い
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を
送
り

ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
心
と
体
を
癒
し
た
後

の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
は
、
産
後

の
子
育
て
な
ど
に
つ
い
て
、
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

子
さ
ん
連
れ
で
も
安
心
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
に
は
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時
／
３
月
７
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
…
午
前
９
時
45
分
〜
）

■
場
所
／
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

■
持
参
品
／
母
子
健
康
手
帳
、

タ
オ
ル

■
申
込
期
限
／
２
月
29
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁
健

康
増
進
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

２
月
14
日
㈰
に
開
催
す
る
第

19
回
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩

の
世
界
」
を
さ
ら
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
、
朗
読
会
出
演

者
の
関
連
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

谷
川
俊
太
郎
さ
ん
と
谷
川
賢

作
さ
ん
の
詩
と
音
楽
に
ま
つ
わ

る
本
を
中
心
に
、
中
央
図
書
館

と
熊
山
図
書
館
の
蔵
書
か
ら
、

学
芸
員
が
選
書
し
て
紹
介
し
ま

す
。

■
開
催
期
間
／
１
月
30
日
㈯
〜

２
月
21
日
㈰

■
場
所
／
中
央
図
書
館
、
熊
山

図
書
館

■
問
い
合
わ
せ
先

〈
本
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
〉

・
中
央
図
書
館
、
熊
山
図
書
館

〈
朗
読
会
や
永
瀬
清
子
に
つ
い
て
〉

・
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　

親
子
み
ん
な
で
楽
し
く
料
理

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？ 

保
健
師

と
の
子
育
て
座
談
会
も
あ
り
ま

す
。
地
域
の
子
育
て
親
子
が
つ

な
が
る
き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
29
日
㈪

①
午
前
10
時
〜
正
午
…
ク
ッ
キ

ン
グ
講
習
会
＆
試
食
会

②
正
午
〜
午
後
１
時
…
ラ
ン
チ

交
流
会
（
必
要
に
応
じ
て
弁

当
持
参
）

③
午
後
１
時
〜
２
時
…
子
育
て

座
談
会

※
ク
ッ
キ
ン
グ
講
習
会
開
催
中

は
託
児
あ
り
。

※
座
談
会
の
み
の
参
加
も
可
。

■
場
所
／
笹
岡
公
民
館

■
対
象
／
０
〜
３
歳
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

■
定
員
／
20
組

■
参
加
費
／
２
０
０
円
（
ク
ッ

キ
ン
グ
参
加
者
の
み
）

■
申
込
開
始
日
／
２
月
19
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

赤
磐

子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　
☎（
９
５
６
）３
７
０
０

●
催
し

朗
読
会
出
演
者
関
連
図
書
紹
介

●
催
し

も
も
っ
こ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業

ク
ッ
キ
ン
グ
講
習
会
＆
試
食
会

●
催
し

母
親
学
級
～
癒
し
効
果
の
あ
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を
体
験
し
よ
う
～

広報あかいわ（平成28年2月号）9



情報ボックス／ザ・コラム
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●
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ニ
ュ
ー
ス
／
環
境
課

リ
ユ
ー
ス
品
提
供
入
札
会
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
内
に
あ

る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
ま

だ
再
使
用
で
き
る
リ
ユ
ー
ス
品
の

受
け
入
れ
や
無
料
提
供
の
ほ
か
入

札
や
抽
選
に
よ
る
有
料
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
４
回
入
札
会
に
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
／
市
内
在
住
、
ま
た

は
在
勤
の
20
歳
以
上
の
人

■
入
札
品
／
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
間
／
２
月
１
日
㈪
～
27
日
㈯ 

午
後
２
時

■
開
札
日
時
／
２
月
27
日
㈯　

午
後
２
時
～

※
落
札
し
た
人
に
は
、
落
札
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
開
館
日
時

　

毎
週
月
・
木
・
金
曜
日
、
第
２
・
第
４
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

※
土
曜
日
は
、
ご
み
の
持
ち
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
土
曜
日
は
、
入
口
が
西
側
の
門
に
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
（
赤
磐
市
環
境
セ
ン
タ
ー
）

計量棟

多目的広場・公園

管理棟

駐車場
P

P 駐車場

平日の利用ルート
第２・４土曜日の利用ルート

リサイクル
プラザ受付

リユース
受付

足湯
（実線：持ち込み ルート／点線：帰りルート）

●
防
災
一
口
メ
モ 

［ 

第
15
回 

］ 

く
ら
し
安
全
課

国
民
保
護
法
と
テ
ロ
対
策

　

最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
で
テ
ロ
事
件
が
報

じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
中
、

日
本
も
例
外
で
は
な
い
と
感
じ
て
い

る
人
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
平
成
16
年
９
月
に
「
国

民
保
護
法
」
と
い
う
法
律
が
施
行
さ
れ

た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
法
律
は
、
正
式
名
称
を
「
武
力

攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
と
い

い
ま
す
。
内
容
は
、
日
本
が
外
部
か
ら

武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
や
、
大
規
模

な
テ
ロ
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、 

国
民
の
生
命
や
身
体
お
よ
び
財
産
を

守
る
た
め
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
担

う
責
務
、
国
民
の
協
力
、
住
民
の
避
難
、

避
難
住
民
の
救
援
、
平
常
時
か
ら
の
備

え
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
中

で
も
、「
国
民
の
協
力
」
に
つ
い
て
は
、

避
難
住
民
の
誘
導
や
負
傷
者
の
搬
送

な
ど
に
関
し
、
国
民
に
協
力
を
要
請
す

る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
国
民
保
護
措
置
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
強
制
で
は
な
い
も
の

の
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

大
規
模
商
業
施
設
や
公
共
施
設
な

ど
多
数
の
人
が
集
ま
る
場
所
で
、
不
審

者
や
不
審
物
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、

警
察
や
施
設
管
理
者
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

広報あかいわ（平成28年2月号）10



情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

●
消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス 

［ 

第
34
回 

］ 

消
費
生
活
相
談
室

「
い
け
ん
！
送
る
な
渡
す
な
詐
欺
」

 

特
殊
詐
欺
に
ご
用
心
!!

　

県
下
の
特
殊
詐
欺
被
害
は
、
被
害
額

が
す
で
に
13
億
円
を
超
え
る
過
去
最

悪
の
状
況
に
あ
り
ま
す
！

　

誰
で
も
被
害
者
に
な
り
や
す
い
犯

罪
、
そ
れ
が
特
殊
詐
欺
で
す
。

●〝
特
殊
詐
欺
〟と
は

　

被
害
者
に
電
話
を
か
け
る
な
ど
し

て
対
面
す
る
こ
と
な
く
欺
き
、
指
定
し

た
預
貯
金
口
座
へ
の
振
り
込
み
や
そ

の
他
の
方
法
に
よ
り
、
不
特
定
多
数
の

者
か
ら
現
金
な
ど
を
だ
ま
し
取
る
犯

罪
の
総
称
で
す
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、

融
資
保
証
金
詐
欺
、
還
付
金
等
詐
欺
な

ど
の
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
加
え
、
金

融
商
品
等
取
引
名
目
の
詐
欺
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
必
勝
法
情
報
提
供
名
目
の
詐
欺
、

異
性
と
の
交
際
あ
っ
せ
ん
名
目
の
詐

欺
な
ど
で
す
。

　

赤
磐
市
内
で
も
、
還
付
金
詐
欺
の
予

兆
と
み
ら
れ
る
電
話
が
急
増
し
、
実
際

に
被
害
者
も
出
て
い
ま
す
。

　

還
付
金
詐
欺

は
、役
所
の
職
員
に

な
り
す
ま
し
、医
療

費
な
ど
の
お
金
が
戻

り
ま
す
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
さ
せ
、知
ら
な
い
う
ち
に

犯
人
の
口
座
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
詐
欺
で
す
。Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
も

お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
！

■
問
い
合
わ
せ
先

・
赤
磐
市
消
費
生
活
相
談
室（
本
庁
２
階
）

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

　

月
曜
日
～
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

局
番
な
し
１
８
８（
イ
ヤ
ヤ
）

電
話
口

見
え
な
い
相
手
に
ご
用
心

ス
ト
ッ
プ
特
殊
詐
欺

●
わ
た
し
の
あ
な
た
の
健
康 

［ 

第
93
回 

］ 

健
康
増
進
課

風
邪
の
ひ
き
は
じ
め
に
は
た
ん
ぱ
く
質
と

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、Ｃ
で
乗
り
切
ろ
う
！

　

風
邪
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
感
染

し
て
、
の
ど
や
気
管
な
ど
の
粘
膜
に
炎

症
が
起
き
る
状
態
で
す
。
粘
膜
や
細
胞

を
丈
夫
に
保
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｃ
、
た

ん
ぱ
く
質
を
優
先
し
て
と
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
消
化
が
よ
く
て
体
が
温
ま

る
も
の
が
必
要
で
す
。

●
お
す
す
め
レ
シ
ピ

・
の
っ
ぺ
い
汁
（
材
料
２
人
分
）

　

 

と
ろ
み
が
あ
っ
て
の
ど
を
通
り
や

す
い
の
で
朝
食
に
も
向
き
ま
す
。

●
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

①
緑
黄
色
野
菜
は
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
に
変
わ
る
の
で
、
色
と
り
ど
り

の
野
菜
を
と
れ
ば
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と

Ｃ
が
確
保
で
き
ま
す
。

②
鶏
も
も
肉
は
、
良
質
の
た
ん
ぱ

く
質
で
体
の
疲
れ
を
取
り
除
き
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
ま
す
。

③
体
を
温
め
る
作
用
の
あ
る
し
ょ
う

が
を
加
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

保
温
力
を
高
め
る
た
め
に
は
水
と

き
片
栗
粉
で
少
し
と
ろ
み
を
つ
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

④
う
ど
ん
を
加
え
る
と
消
化
器
官
に

負
担
の
か
か
ら
な
い
、
の
っ
ぺ
い

う
ど
ん
に
な
り
ま
す
。

◆材料（2人分）
◯鶏むね肉……………1/4枚
◯里芋…………………1個
◯にんじん……………3㎝
◯かぶ…………………1個（90g）
◯かぶの葉……………1個分
◯なめこ………………1/3袋
◯だし汁………………500cc
◯しょうがの薄切り……4枚
◯しょうゆ………小さじ1
◯塩………………小さじ1/4

◆作り方
①鶏肉は2㎝角に切る。
②里芋とにんじんは5㎜厚さの半

月切りにする。かぶはくし形に、
葉は2㎝長さに切る。

③なめこはさっと水で洗う。
④なべにだし汁と①としょうがを

入れて煮立て、アクを除く。②
を加えてやわらかく煮る。③を
加えⒶで調味する。

◆1人分／121kcal・塩分1.3g

のっぺ い 汁

｝Ⓐ

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、5ページの電話番号一覧をご覧ください。
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

◎スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

２
０
１
５
サ
ニ
ッ
ク
ス
旗
福
岡
国
際

中
学
生
柔
道
大
会
（
福
岡
県
）

◇
磐
梨
中
学
校
1
年

◦
佐
藤　

良
平
（
桜
が
丘
東
6
）

◦
三
浪　

史
也
（
千
躰
）

◇
磐
梨
中
学
校
2
年

◦
山
田　

太
郎
（
桜
が
丘
東
3
）

◦
河
本　

侑
大
（
桜
が
丘
東
1
）

◦
松
岡　
　

陸
（
桜
が
丘
東
5
）

◦
右
近　

侑
汰
（
桜
が
丘
東
2
）

第
29
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
大
阪
市
）

◇
岡
山
理
科
大
学
付
属
中
学
校
3
年

◦
小
田　

綾
香
（
桜
が
丘
西
5
）

第
1
回
全
日
本
選
抜
小
学
生
野
球

選
手
権
三
原
大
会
（
広
島
県
）

◇
山
陽
東
小
学
校
６
年

◦
馬
場　

洸
成
（
桜
が
丘
西
1
）

◦
西
垣
外
泰
生
（
桜
が
丘
西
1
）

◦
東
郷　

佑
耶
（
桜
が
丘
西
3
）

◇
山
陽
北
小
学
校
６
年

◦
平
松　

大
征
（
桜
が
丘
西
6
）

◦
清
親　

瑠
威
（
桜
が
丘
西
8
）

◦
尾
崎　
　

誠
（
桜
が
丘
西
8
）

◦
和
氣　
　

翼
（
桜
が
丘
西
8
）

◦
赤
木　

颯
汰
（
桜
が
丘
西
9
）

◦
岡
田　
　

隼
（
桜
が
丘
西
9
）

◦
池
奥　

悠
真
（
桜
が
丘
西
9
）

◦
信
朝　
　

空
（
桜
が
丘
西
9
）

◦
井
上　

慶
人
（
桜
が
丘
西
10
）

◇
桜
が
丘
小
学
校
６
年

◦
伊
原　

浩
平
（
桜
が
丘
東
2
）

◇
磐
梨
小
学
校
６
年

◦
森
本　

唯
斗
（
殿
谷
）

◦
浦
上　

虎
南
（
稗
田
）

第
4
回
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

協
会
長
杯
大
会

■
開
催
日
／
11
月
28
日

■ 

場
所
／
赤
坂
公
民
館
多
目
的

ホ
ー
ル

■
参
加
人
数
／
24
人

■
結
果

〈
総　

合
〉

◦
優　

勝
…
宮
澤
勇
治
（
山
陽
2
）

〈
8
・
9
・
10
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
宮
澤
勇
治
（
山
陽
2
）

◦
準
優
勝
…
森
内
新
一
（
周
匝
）

◦
第
3
位
…
黒
島
通
子
（
桜
が
丘
西
8
）

〈
8
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
平
井
菜
乃
（
桜
が
丘
西
2
）

◦
準
優
勝
…
平
井
颯
人
（
桜
が
丘
西
2
）

◦
第
３
位
…
金
田
弘
子
（
山
陽
2
）

〈
6
・
7
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
斎
藤
明
子
（
沼
田
）

◦
準
優
勝
…
三
宅
俊
恵
（
桜
が
丘
東
6
）

◦
第
3
位
…
大
熨
め
ぐ
み
（
山
陽
４
）

全
国
大
会
出
場

結　
果

今年もやります！ 5月25日㈬開催

チャレンジデー
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
戦
は
、
い
よ
い
よ
７
年
目
に
な
り

ま
す
。
赤
磐
市
は
、
今
年
も
挑
戦
し
ま
す
。

　

誰
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加
者
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー

で
き
、
こ
の
日
午
後
９
時
ま
で
の
時
間
に
、
赤
磐
市
内
で

15
分
以
上
体
を
動
か
せ
ば
Ｏ
Ｋ
！ 

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
に
エ
ン
ト
リ
ー
い
た
だ
き
、
あ
な
た
の
健
康
と
赤
磐
市

の
勝
利
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

２
月
下
旬
に
は
、
今
年
の
対
戦
自
治
体
が
決
定
し
ま

す
。
昨
年
と
同
じ
く
、
赤
磐
市
民
一
丸
と
な
っ
て
、
勝
利

し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎（
９
５
５
）０
７
３
８
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1月から3月までの3カ月間の運動教室開催中です。
定員に空きのある教室は2月からでも参加可能です。
健康づくりに、気分転換にいかがでしょうか。お気軽にお問い合わせください。
教室への参加を希望する人は、事前に申し込みが必要です(先着順)。

◎問い合わせ・申し込み先／山陽ふれあい公園 ☎955-4432

　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

山陽ふれあい公園 運動教室のご案内

●子ども向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

◇ダンス教室
子どもダンス教室（5歳～小3） 火 16:30 ～ 17:30 10人 5歳から小学3年生まで。楽しくからだを動かします。
子どもダンス教室（小4～小6） 火 16:30 ～ 17:30 10人 小学4年生から小学6年生まで。楽しくからだを動かします。
◇スイミング教室

幼児クラス
火 15:15 ～ 16:15 24人

3歳から小学2年生まで。水慣れからバタ足の練習まで。水 15:15 ～ 16:15 12人
木 15:15 ～ 16:15 24人

児童クラス①
火 16:15 ～ 17:15 30人

小学1年生から6年生まで。クロールの習得、25㍍を泳げることを目指
します。水 16:15 ～ 17:15 20人

木 16:15 ～ 17:15 30人

児童クラス②
火 17:15 ～ 18:15 30人

クロールをマスターしたら、背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライのマスターを目
指します。水 17:15 ～ 18:15 20人

木 17:15 ～ 18:15 30人

●大人（16歳以上）向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

◇ゆっくりとした動きで効果を実感する教室
ＳＬＯＷピラティス① 火 9:10 ～ 9:55 15人

呼吸を意識して姿勢改善しからだのゆがみを矯正。
ＳＬＯＷピラティス② 火 10:05 ～ 10:50 15人
太極拳 火 14:00 ～ 15:00 10人 中国古来の武術をもとに、ゆったりとした動きで健康増進。
はじめての簡化太極拳 火 15:10 ～ 16:10 10人 太極拳の動きに慣れた人におすすめのクラスです。
足つぼリフレッシュ 火 19:15 ～ 19:45 15人 体力に自信のない人でも大丈夫。体と心をリフレッシュします。
ヨガ（エクササイズ） 水 14:00 ～ 15:00 15人 エクササイズを重視、呼吸に合わせた動作でしっかり動きます。
ストレッチ 木 9:15 ～ 9:45 15人 無理なくからだを動かし、リラックス＆柔軟性アップ。

健康体操教室 木 10:00 ～ 10:30 15人 運動が苦手な人でもゆっくりなテンポで無理なくからだを動かし
ていきましょう。

太極拳入門 木 14:00 ～ 15:00 10人 太極拳をはじめてみたい人におすすめのクラスです。
ヨガ（リフレッシュ） 金 18:45 ～ 19:45 15人 ゆっくりした呼吸とヨガの簡単なポーズで疲れをすっきりさせます。
ヨガ（アロマ） 土 9:15 ～ 10:15 15人 運動・呼吸・瞑想・香りの効果でリラックス。
◇楽しくからだを動かして効果を実感する教室
シバム 火 20:00 ～ 20:45 15人 誰にでも楽しく動けるダンス系のプログラム。
かんたんエアロ 水 9:10 ～ 9:50 15人 少しずつエアロビクスに慣れていくクラス。
オリジナルダンス 水 10:00 ～ 10:40 15人 楽しく、リズミカルな音楽に合わせてシェイプアップ。
シェイプアップエアロ 水 20:00 ～ 20:40 15人 エアロビクスを楽しみたい人へおすすめのクラスです。
ボディパンプ 木 19:30 ～ 20:30 20人 楽しく筋トレ。シェイプアップや骨粗しょう症の予防にも。
◇プールで水の力を実感する教室
お試し3種 水 10:15 ～ 10:45 10人 クロール以外の泳法をマスターしたい人に。
クロール中級 水 10:50 ～ 11:30 10人 クロールをより長く、25㍍以上泳げる人に。
クロール初級・背泳ぎ 木 10:15 ～ 10:45 10人 クロールの基本（姿勢・キック・ストローク）、背泳ぎの基本の練習。
はじめてクロール 木 13:15 ～ 13:45 10人 水に慣れることからはじめて、クロールが泳げることを目標にします。
スイム中級 木 19:00 ～ 19:40 10人 クロールを中心に4泳法を練習します。25㍍以上泳げる人に。

アクアウォーキング
水 13:15 ～ 13:45 15人

プールの中で楽しく、安全に歩きます。膝・腰に不安がある人でも安心。
木 10:50 ～ 11:20 15人

アクアビクス 金 10:15 ～ 10:45 15人 プールの中で音楽に合わせて楽しく動きます。
※教室の日程、内容などは都合により変更する場合もあります。
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●赤磐市の人口 （平成28年1月1日現在）

人 　 口 44,780 人 （ ＋ 7 ）
男 　 性 21,434 人 （ ＋20 ）
女 　 性 23,346 人 （ －13 ）
世 帯 数 17,870 世帯 （ － 8 ）

※（　）は12月1日との差

●平成27年12月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成27年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（3）
0

（0）
0

（2）
3

（12）
3

（17）
8

（111）
45

（562）
16

（143）
17

（204）
86

（1020）
東出
張所

0

（2）
0

（0）
0

（1）
0

（0）
0

（3）
5

（39）
15

（239）
6

（72）
5

（60）
31

（410）

北出
張所

0

（2）
0

（0）
0

（0）
0

（2）
0

（4）
2

（36）
14

（163）
4

（55）
2

（12）
22

（266）

計 0
（7）

0
（0）

0
（3）

3
（14）

3
（24）

15
（186）

74
（964）

26
（270）

24
（276）

139
（1696）

●平成27年12月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
27年12月中 112 16 0 3 21 96

26年12月中 116 33 0 1 40 83

増        減 -4 -17 0 2 -19 13

27年12月末 1,120 228 1 24 291 892

26年12月末 1,094 283 0 15 358 811

増        減 26 -55 1 9 -67 81

●今月の交通標語 「 まぁいいか 命はそんなに かるくない 」

●2月の保険料を期限内に納めましょう
介 護 保 険 料 9 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 8 期

※期限は2月29日まで
なりたいな

人の気持ちの分かる人
人の気持ちになれる人

今月の人権啓発標語

あかいわ健康・急病
相談ダイヤル

■相談例
・病院に行くか、様子を見るか悩んでいる。
・夜間や休日の医療機関を教えてほしい。
■ 経験豊富な相談スタッフが健康に関する相談に、
　24時間年中無休で、きめ細かくアドバイスします。
※ プライバシーは厳守されるシステムになっています

ので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非

通知設定の電話、公衆電話からの相談は受け
ることができませんのでご注意ください。

■この電話健康相談に関する問い合わせ先
　本庁健康増進課 ☎955-1117

●2月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

7日㈰
うえの内科小児科医院 ☎956-0505

越宗医院 ☎957-3035

11日㈭
梶原内科医院 ☎955-3750

赤磐皮膚科形成外科 ☎956-4112

14日㈰
赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

吉井外科内科クリニック ☎086-952-3331

21日㈰
赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

あまの耳鼻咽喉科医院 ☎955-8191

28日㈰
小坂内科医院 ☎955-3344

吉井医院 ☎955-5515

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については1月7日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

2月5日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
竹田　航

2月24日㈬
10:00～15:00

赤坂支所
別館2階会議室

赤坂支所市民生活課
☎957-2222

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

2月5日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

2月10日㈬
10:00～15:00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2222

2月10日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

広報あかいわ（平成28年2月号）14
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●2月の検診・定期救急講習など
1 月 ㊡山陽郷土資料館

2 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

3 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

4 木

5 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30 

6 土 ㊡桜が丘出張所

7 日

8 月 ㊡山陽郷土資料館

9 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

10 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 木  ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

12 金 ★犯罪ゼロの日

13 土 ㊡桜が丘出張所

14 日

15 月 ㊡山陽郷土資料館

16 火

17 水 ⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

18 木

19 金

20 土 ㊡桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 日

22 月 ㊡山陽郷土資料館

23 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

24 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

25 木     ★交通安全日

26 金

27 土 ㊡桜が丘出張所

28 日 ⃝定期救急講習会（赤磐市消防署東出張所会議室） 9:00～12:00

29 月 ㊡山陽郷土資料館
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●2月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋 内 プ ー ル

アリーナほか 屋　内
プール

10:00

▼
20:30

13:00

▼
20:30

10:00

▼
16:30

1 月 休館日 休館日

3
月
31
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す
︒

2 火 ○
3 水 ○
4 木 ○
5 金 ○
6 土 ○
7 日 ○
8 月 休館日 休館日
9 火 ○

10 水 ○
11 木 ○
12 金 休館日 休館日
13 土 ○
14 日 ○
15 月 休館日 休館日
16 火 ○
17 水 ○
18 木 ○
19 金 ○
20 土 ○
21 日 ○
22 月 休館日 休館日
23 火 ○
24 水 ○
25 木 ○
26 金 ○
27 土 ○
28 日 ○
29 月 休館日 休館日

○屋内プール一般開放

ライフ・カレンダー
LIFE CALENDAR

■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円

※市内在住で65歳以上の人、障害者手帳、療育手帳
または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人は
利用料が半額になります。受付へ証明書を提示し
てください。

　［トレーニングルーム］ 300円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心

者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時間
内でいつでも受講できます。

◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［トレーニングルーム］ 200円

※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。

広報あかいわ（平成28年2月号）15



■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○高月公民館 (穂崎848-1／☎086-229-9777)
○赤坂公民館 (町苅田507／☎957-2211)
○笹岡公民館 (坂辺9／☎957-2214)

健康体操講座
いきいき百歳体操で元気アップ・体力アップしませんか？ 
百歳体操とは誰でも簡単にできる介護予防体操です。
この機会にぜひご参加ください！
■日時・場所
　①2月18日㈭…午後1時30分～3時
　 吉井公民館農事実習室
　②2月23日㈫…午後1時30分～3時
　 仁美農村振興センター
■講師／岡田 健次郎 さん（北川病院理学療法士）
■対象／一般　　■定員／各30人　
■参加費／100円
■持ち物／飲み物、上履き（23日のみ）
■申込開始日／2月1日㈪

竜天天文台（無料観望会）
オリオン大星雲・M78星雲と冬の夜空の観察にご来場
ください。
■日時／2月6日㈯　午後6時～9時
※曇天などの観測できない場合は中止とします。
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般　　■参加費／無料
■持ち物／防寒着　　■申し込み／不要

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

バレンタインケーキ ガトーショコラを作ろう！
バレンタインデーの朝、大切な人のために、一緒にガ
トーショコラを作りませんか。15㌢のホールを作り、
出来上がったものは、持ち帰ることができます。
■日時／2月14日㈰　午前9時～11時30分
■講師／光岡　久美 さん（製菓衛生師）
■対象／小学生（保護者同伴）～一般
■定員／10人
■参加費／600円
■持ち物／エプロン、三角巾、タ

オル、ケーキ持ち帰り用の袋
またはケース

■申込期間／2月1日㈪～9日㈫

生活安全講座
高齢者を中心に被害が多発している特殊詐欺や交通
問題で、いかに身の安全を守るかについて学びを深め
ましょう。
■日時／2月15日㈪　午前10時～11時30分
■講師／赤磐警察署生活安全課、交通課
■内容／特殊詐欺、交通安全など
■対象／一般　　■定員／50人
■参加費／無料
■申込開始日／2月1日㈪

トールペイント教室～初心者コース～
ヨーロッパで始まり、その後アメリカに渡って広まった
アート「トールペイント」を体験してみませんか。基本の
筆使いを覚え、すてきな作品つくりへ進みましょう！
■日時／2月21日㈰　午前9時～正午
■講師／谷井　敬子 さん
■対象／中学生～一般　　■定員／15人
■参加費／1,000円（材料代込み）
■持ち物／筆記用具、エプロン
■申込開始日／2月1日㈪

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
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開　催　日 内　　　容

1 2月 8日㈪
開講式
はつらつ元気に年を重ねる秘訣

2 2月18日㈭ 柔軟性をのばす体操を学ぼう
3 2月25日㈭ バランスをとる体操を学ぼう
4 2月29日㈪ 持久力をのばす体操を学ぼう
5 3月10日㈭ 暮らしの中でできる体操を学ぼう

6 3月17日㈭ 噂のいきいき百歳体操を
体験しましょう

7 3月24日㈭ これからがスタート!！
私の運動習慣

2月思い出作り教室 ～元気に友達と遊ぼう～
子どもたちの放課後支援を目的に、遊びを通して思い
やりの心を学びます。
■日時／2月1日㈪～29日㈪　午後4時～5時
※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般
■定員／なし　　■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

自然観察講座
日本のエーゲ海と呼ばれる牛窓の沖に浮かぶ前島、周
囲10キロメートル余りの自然豊な島をのんびり観察し
てみませんか？
■日時／2月19日㈮　午前9時～午後5時（※雨天中止）
■講師／前島（瀬戸内市牛窓町）
■対象／一般　　■定員／21人
■参加費／1,000円（フェリー料金含む）
■申込開始日／2月1日㈪ 午前9時から窓口で受付
※申し込み多数の場合は、午前9時15分より抽選。

おもてなし家庭料理教室
愛情たっぷりの家庭料理に、おもてなしの心をこめた
料理を何品か増やしてみませんか？
■日時／2月27日㈯　午前9時～正午
■講師／阿部　千枝子 さん
■対象／一般　　■定員／16人
■参加費／500円
■託児／料金は１人100円で、１歳から就学前までが対

象。事前に申し込みが必要です。
■申込開始日／2月1日㈪

第58回ブルーシャトーコンサート
「マンドリンアンサンブル」
～繊細で心にひびくマンドリンの調べ～
■日時／2月13日㈯　午後2時～3時
　　　　（開場…午後1時30分）
■出演／マンドリンアンサンブル“アモーレ”
■曲目／異邦人、ジェラシー、白鳥、愛の夢、ライムライト、
「コッペリア」より夜想曲、スワニー、トセリのセレナー
デ、ポールモーリア特集　ほか

■対象／乳幼児～一般
■入場料／無料
■申し込み／不要

ノルディックウォークで
寒さに負けない体を作りましょう！
高い運動効果が注目のノルディックウォーク。初めての
人もどんどん参加してください。
■日時／2月13日㈯　午前9時～正午（※雨天中止）
■場所／桜が丘いきいき交流センター
■講師／岡山ノルディックウォーク連盟公認指導員
■対象／小学生～一般　　■定員／30人
■参加費／300円（ポールレンタル代）
※ポール持参の人は無料
■持ち物／運動のできる服装、タオル、飲み物
■申込開始日／2月1日㈪

元気はつらつ塾（全7回）
運動経験の少ないあなたも、運動の心地よさや大切さ
を体験し、継続した運動習慣を身に付けましょう。転倒
予防にもなって、元気はつらつ！
■開催日・内容

■時間／午前10時～11時30分（各回共通）
■講師／コナミスポーツクラブ インストラクター
■対象／60歳以上で運動経験の少ない高齢者
■定員／25人　　■参加費／無料
■持ち物／運動のできる服装、タオル、飲み物
■申込開始日／2月1日㈪

ものづくりワークショップ（シーズンⅡ）
第4回～フェルトのネックレスをつくりましょう～
石けん水を使って原毛をフェルト化させ、素敵なネック
レスをつくります。
■日時／2月14日㈰　午後1時30分～4時
■講師／加藤　喜代美 さん
■対象／幼児～一般（親子で参加大歓迎）
■定員／20人　　■参加費／500円（材料代込み）
■持ち物／エプロン
■申込開始日／2月1日㈪

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）
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図書館通信
LIBRARY NEWS

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29

●利用案内
♢開館時間…中央図書館 ： 午前10時～午後6時（木曜日は午前10時～午後8時）
　　　　　　赤坂・熊山・吉井図書館 ： 午前10時～午後6時
♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～1月4日）／特別整理期間（2月22日～26日）

★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先が分かるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■2月の休館日

赤磐市内全図書館休館日

●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

『ラジオ』（89分）
　東日本大震災の被災地・宮城県女川町。臨時災害放
送局「女川さいがいFM」にアナウンサーとして参加し
た女子高生“某ちゃん”と仲間たちが、「ブログ」と「ラ
ジオ」を経験し、自分自身を取り戻していく。
■日時／2月20日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：おとな版映画上映会

　2月22日㈪から26日㈮まで、市内4図書館は蔵書
点検のため休館します。利用者の皆さんにはご迷惑
をおかけしますが、ご了承ください。
※本の返却は返却ポストをご利用ください（赤磐市立

図書館以外の図書館で借りた本は入れないでくだ
さい）。

※紙芝居、大型絵本や、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオなど視聴覚
資料は開館後カウンターへお願いします。

蔵書点検のための休館のお知らせ

『IPUから学ぶ、健康チェック教室!!』
～みんなで、（I）いいね（P）パワーアップ（U）運動!!～
　あなたは大丈夫ですか!？ いつの間にか足腰が衰
えているかも…。健康で明るく過ごすために筋肉ケア
の方法を学びましょう。
■開催日・内容
◦第1回…3月1日㈫ 『上手に「サボって」筋力をつけよう!!』

講師／飯出 一秀さん（IPU・環太平洋大学 教授）
定員／20人（先着順）

◦第2回…3月2日㈬ 『あなたの「ロコモ」に「ロコトレ」を！!』
講師／早田  剛さん（IPU・環太平洋大学 講師）
定員／40人（先着順）

◦第3回…3月4日㈮ 『「健康は足指から」足指把持力を測ろう!!』
講師／古山 喜一さん（IPU・環太平洋大学 准教授）
定員／40人（先着順）

■時間／各回とも午前10時30分～正午
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■持ち物／タオル
※2月2日㈫午前10時から、中央図書館で受け付けを開始

します（電話可）。申し込みは各回ごとに受け付けます。

☆講義と簡単な実技です。動きやすい服装・靴でご参加ください。
3月4日㈮の講義は裸足になれるようにしておいてください。

健康・生活講座

　12月12日、中央図書館で、平成20年6月6日に開館
して以来の個人貸出冊数が、300万冊を突破しました。
　300万冊目になったのは、この日お母さんと一緒
に来館していた平尾祐希さん（4歳・桜が丘西在住）で、
正午前に300万冊を達成すると、友實市長からはお
祝いの言葉とともに花束が、杉山教育長からは記念
品が贈られました。祐希さんは、2週間に一度はお母
さんと一緒に来館し、たくさんの絵本や図鑑などを借
りているそうです。突然のお祝いに少し驚いた様子な
がらも「本は大好き。これからもいっぱい読みます」と
ニッコリ笑顔で話してくれました。
　現在、中央図書館では、図書や雑誌を毎週200冊ほ
ど購入しています。また、図書や雑誌などの貸し出し
だけでなく、子どもむけ
のおはなし会や読み聞
かせ、一般向けの歴史
講座や文学講座など、さ
まざまな講座や行事も
開催していますので、ぜ
ひお気軽にお立ち寄り
ください。
　多くの皆さんのご利
用をお待ちしています。

中央図書館 開館以来の個人貸出300万冊達成
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市政情報
MUNICIPAL GOVERNMENT

　市では、平成28年度は、６月から各種がん検診を行う予定
です。
　平成26か27年度に市のがん検診を受けた人および新た
に検診対象年齢になる人には、５月末に受診票を送付する
予定です。
　また、これに該当しない人でも、３月11日㈮までにお申し込
みいただければ、５月末に受診票を送付します。
■問い合わせ・申し込み先
　・本 庁 健 康 増 進 課　☎955-1117
　・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
　・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
　・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

　市教育委員会では住居地に基づき入学する学校を指定
していますが、特別な事情により指定された学校への就学が
困難な場合は、就学指定校変更許可基準に基づき指定校を
変更できる場合があります。
　なお、平成28年４月１日から、市内転居や部活動の要件に
ついての許可基準を拡大します。
　詳しくは、教育総務課までご相談ください。市ホームページ
でもご確認いただけます。
■問い合わせ先
　・教育委員会教育総務課　☎955-6807

　市では、市外に住んでいる本市出身の若者などのUIJター
ンを支援するため、「あかいわに戻ろうプロジェクト」を立ち上
げました。
　今後、専用ホームページを作成し、地元へ戻ってきたいと
考えている皆さんへの支援情報などを掲載していきます。
　詳しくは、今後広報あかいわのほか、市ホームページでも
お知らせしていく予定です。
　また、現在、市ホームページで同郷出身者ネットワークづくり
のための会員を募集しています。
　市外に住んでいるお知り合いへの声かけなど、プロジェクト
を広める活動にご協力をお願いします。
■問い合わせ先
　・本庁まち・ひと・しごと創生課　☎955-1220

　軽自動車税は毎年４月１日現在の所有者に課税され、その
課税地は軽自動車などを常時置いている市町村となってい
ます（乗用型農業用機械も税の対象になります）。
　次の事項に該当する場合は、３月３１日までに変更などの
手続きを行ってください。手続きが行われない場合は、引き続
き課税されますのでご注意ください。

◦所有者・車両とも赤磐市から転出している場合
　　→ 新住所地へ登録変更
◦他人に譲渡したが、名義変更の手続きができていない場合
　　→ 新所有者へ名義変更
◦死亡した人の名義のままになっている場合
　　→ 新所有者へ名義変更
◦すでに使用していない場合 → 廃車
◦盗難にあった場合 → 警察に盗難届を出した後に廃車
　※盗難届だけでは課税され続けます

■手続きの場所
＜原動機付自転車（排気量125cc以下）および小型特殊自動車＞
　・本 庁 税 務 課　☎955-0951
　・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
　・熊山支所市民生活課　☎995-1214
　・吉井支所市民生活課　☎954-1183
＜二輪車（排気量125ccを超えるもの）＞
　・中国運輸局岡山運輸支局　☎050-5540-2072
＜三輪以上の軽自動車＞
　・軽自動車検査協会岡山事務所　☎050-3816-3084

　勤め先や家族の健康保険にすでに加入したにもかかわらず、
新しい保険証の交付が遅れたなどの理由で、赤磐市の国民
健康保険証で受診したときや、日付をさかのぼって赤磐市国民
健康保険をやめたときなどは、赤磐市が病院などへ支払った
保険給付費（医療費）を返還していただく場合があります。
　これは、赤磐市の国民健康保険証で受診したことにより、本
来は受診日当日に加入していた健康保険が負担するはずの保
険給付費（７割～９割）を赤磐市が支払ったためです。
　返還が必要な場合は、世帯主あてに納付書を送付しますの
で返納してください。
■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
　・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
　・熊山支所市民生活課　☎995-1214
　・吉井支所市民生活課　☎954-1183

原動機付自転車・軽自動車などの
手続きはお済みですか？

就学指定校の変更はご相談ください

平成28年度各種がん検診の受診票を
事前送付します

赤磐市国民健康保険資格喪失後の
受診による医療費の返還について 「あかいわに戻ろうプロジェクト」を始動
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＜個人番号通知カード＞

＜個人番号カード＞

　通知カードと一緒に送付されている「個人番号カード交付
申請書兼電子証明書発行申請書」についてのお問い合わ
せについて、下記のとおりまとめてみました。
■お問い合わせの多い質問

Ｑ ：  個人番号カードは必ず申請しなければいけませんか？
Ａ ：  申請は任意です。なお、申請をしない場合は、特に手続きは

ありません。届いた通知カードを大切に保管してください。

Ｑ ： 個人番号カードの申請期限はありますか？
Ａ ： 申請期限はありません。

Ｑ ：  個人番号カードの交付申請に手数料はかかりますか？
Ａ ：  当面は無料です。ただし、再交付の際は原則とし

て手数料が必要となります。

Ｑ ： 通知カード書類がまだ届かないのですが？
Ａ ：  市民課市民サービス班までご連絡ください。市に返戻

された通知カードは、平成２８年３月末（予定）まで保管
し、その後は廃棄処分します。廃棄処分後の取得には
再交付手数料がかかりますのでご注意ください。

■個人番号カードの申請をした場合
　市から２月以降順次交付通知書を転送不要で郵送しま
す。下記のものをご持参の上、「ご本人」が本庁市民課へお
越しください。
　［必要書類］ 交付通知書、通知カード、本人確認書類、
　　　　　　 住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）
　詳しくは、交付通知書でご確認ください。
■問い合わせ・申請先
<マイナンバー制度全般について>
　・総合フリーダイヤル　☎0120-95-0178（無料）
<通知カード・個人番号カードについて>
　・本庁市民課市民サービス班　☎955-1112

マイナンバー制度について

　平成28年１月から、マイナンバー法が施行されたことに伴
い、下記の手続きで、個人番号の記入および本人確認が必
要になります。
■個人番号の記載が必要な手続き

・身体障害者手帳の申請
・精神障害者保健福祉手帳の申請
・自立支援医療（更正医療、育成医療、精神通院医

療）の申請
・障害者総合支援法に基づく補装具費、障害福祉

サービスの申請
・障害児通所支援（就学前・就学後児童）の給付申請
・特別障害者手当、障害児福祉手当、福祉手当の申請
・特別児童扶養手当の申請
・児童手当、児童扶養手当の新規認定請求
・戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の請求
・保育所への入所申込み
・生活保護の申請

※上記の手続き以外にも個人番号が必要になる場合が
ありますのでご了承ください。

■申請時に確認するもの
＜個人番号カードをお持ちの人＞

・個人番号カード
＜個人番号カードをお持ちでない人＞

・個人番号が確認できるもの（個人番号通知カードまたは
個人番号が記載された住民票）

・本人確認ができるもの（顔写真つきの場合、免許証、パス
ポートなど１点。顔写真つきでない場合、健康保険証、年
金手帳、年金証書、介護保険証など２点）

■問い合わせ先
　・本庁子育て支援課　☎955-2635
　・本庁社会福祉課　☎955-1115

福祉関係各種申請に個人番号の
記入が必要です
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市政情報
MUNICIPAL GOVERNMENT

　岡山県青少年育成県民会議主催の平成27年度「明るい
家庭づくり」作文について、赤磐地区審査において小・中学
生の部で最優秀、保護者の部で入選を受賞した作品を県へ
応募したところ、次の皆さんが入賞されました（敬称略）。
■優良賞
<小学生の部>
　村上�誠昊（桜が丘小学校１年）、志田�和哉（山陽北小学校３年）
　平井�彩花（山陽北小学校４年）
<保護者の部>
　赤田�美由紀（軽部保育園）
■佳　作
<小学生の部>
　小坂�真由（石相小学校2年）、中山�涼花（豊田小学校5年）
　浅桐����航（桜が丘小学校６年）
<中学生の部>
　三宅�菜月（吉井中学校1年）、釜口�萌菜（桜が丘中学校２年）
　中山�野乃花（磐梨中学校3年）
<保護者の部>
　𠮷川 裕子（桜が丘幼稚園）、三島�奈津子（黒 本 保 育 園）
　小野田�和枝（仁 美 保 育 園）、末石�俊哉（仁 美 保 育 園）
■問い合わせ先
　・教育委員会社会教育課　☎955-0783

　12月１日に、赤磐市青少年問題協議会の事業として、山陽
西小学校で「交流給食試食会」を行いました。学校安全ボラ
ンティアなど21人が参加し、各学級に２人ずつ入り、給食を児
童と一緒に食べて交流を深めました。
　この給食試食会は、学校安全ボランティアの皆さんと児童
が給食を一緒に食べる活動を通じて、より一層児童との交流
を深めるために開催。山陽西小学校の学校安全ボランティア
団体は児童の通学などの安全を見守りするため平成16年に
発足し、現在登録者は約80人です。
■問い合わせ先
・本庁秘書企画課政策企画班　☎955-2692

　11月30日、ケアハウスあかいわの食堂で「さんさんカフェ」を
開催しました。このカフェは、介護者教室参加者と認知症予
防支援ボランティアの皆さんが、誰でも自由におしゃべりや悩
みの相談ができる場所を地域に作るために開催しています。
　地域の人、当事者やその介護者、医療や介護の専門職な
ど50人以上が参加し、お茶を片手におしゃべりを楽しんだり、
マジックショーを見たりと、笑い声のたえない和やかなひととき
を過ごしました。参加者からは「久しぶりに友達に会えた」「ス
トレス発散になった」との声が聞かれました。
■問い合わせ先
・本庁介護保険課地域包括支援センター　☎955-1470

　12月14日、桜が丘東２丁目集会所で、近隣地域の皆さんと
「市長対話室」を開催し、教育や公共交通整備などについ
て具体的な提案や意見が活発に交わされました。
　市は、まちづくりに市民の皆さんの意見を幅広く反映させる
ための公聴事業として「市長対話室」を実施しています。申
込方法など、詳しくはお気軽にお問い合わせください。
■問い合わせ先
・本庁秘書企画課秘書広報班　☎955-4770

「さんさんカフェ」を開催しました

「交流給食試食会」を開催しました

「明るい家庭づくり」作文
受賞おめでとうございます

市長とまちづくりについて語り合う
「市長対話室」開催
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確
定
申
告
が
必
要
な
人

①
事
業
（
営
業
、
農
業
な
ど
）
を

し
て
い
る
人

②
不
動
産
収
入
の
あ
る
人

③
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
っ
た
人

④
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万

円
を
超
え
る
人
、
給
与
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る

人
、
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら

も
ら
っ
て
い
る
人

⑤
公
的
年
金
等
収
入
以
外
に
他
の

所
得
が
あ
る
人
、
公
的
年
金
等

収
入
だ
け
で
所
得
の
金
額
が
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
公
的
年
金
等
収
入
が
４
０
０
万

円
ま
で
で
、
他
の
所
得
が
20
万

円
以
下
の
人
は
所
得
税
及
び
復

便
利
で
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
が
作
成
で
き
た
人
は
、

所
得
や
控
除
の
証
明
と
な
る
必
要

資
料
を
添
付
し
て
瀬
戸
税
務
署
か

本
庁
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
瀬
戸
税
務
署
に
郵
送
で
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
県
民
税（
住
民
税
）申
告
が

必
要
な
人

　

市
県
民
税
は
、
平
成
28
年
１
月

１
日
に
赤
磐
市
に
住
所
の
あ
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
下
の
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
、
申
告
が
必
要

か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
市
県
民
税
の
申
告
を
し
た

人
に
は
２
月
上
旬
に
市
県
民
税
申

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
還
付
の

申
告
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
前
記
の
所
得
に
あ
て
は
ま
ら
な

い
、
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
人

平
成
27
年
分
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
人

　

平
成
27
年
中
に
住
宅
の
新
築
や

購
入
、
増
改
築
を
行
っ
た
人
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

は
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
が

で
き
ま
す
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
瀬
戸
税
務
署
で

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
は
自
書
申
告
で

　

申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
て
提

出
す
る
「
自
書
申
告
」
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
を
自
分
で
作
成
す

る
場
合
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が

２
月
16
日
㈫
か
ら
３
月
15
日
㈫
ま
で

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申告が必要かどうか、まずは確認！

平成27年中に
収入があった

はい いいえ

赤磐市に市県民税の申告
をする必要はありません
平成28年1月1日現在でお住まい
の市区町村に相談してください。

市県民税の申告が必要な
場合があります
詳しくは23ページ「国民健康保険
税などの申告について」をご覧く
ださい。平成27年中に

給与収入があった

年金をもらっている

確定申告をしてください
ただし、「確定申告が必要な人」
に当てはまらない人は市県民
税の申告が必要です。

公的年金のみの場合は、申告の必
要がありません。ただし、公的年金
以外の年金所得がある場合は申
告が必要です。
なお、公的年金収入が400万円を
超えている、または20万円を超え
る所得がある場合は、確定申告を
してください。

給与収入のあった人にお尋ねします

平成27年分の給与の
年末調整が済んでいる

給与以外に年金・報酬
などの所得があった

給与を2カ所以上から
もらっている

勤務先から赤磐市へ
「給与支払報告書」が

提出されている

市県民税の申告をする
必要はありません

確定申告を
してください
確定申告をすれば、市県
民税の申告は不要です。

市県民税の申告が
必要です
ただし、給与以外の年間
所得が20万円を超える
人は確定申告をしてくだ
さい。

確定申告を
してください
確定申告をすれば、市県
民税の申告は不要です。

市県民税の申告が
必要です

市
県
民
税

（
住
民
税
）申
告

赤
磐
市
役
所
税
務
課

赤
磐
市
下
市
３
４
４　

☎（
９
５
５
）０
９
５
１

所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税

（
確
定
申
告
）

瀬
戸
税
務
署

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
瀬
戸
70

☎
０
８
６（
９
５
２
）１
１
５
５

平成28年1月1日現在
赤磐市に住んでいる

※あくまで一般的な例ですので、ご不明な点は本庁税務課にお問い合わせください。
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▪申告に必要なもの

▪申告会場に出かける前に や
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
が
お
ら
れ
る
世

帯
の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
税
や

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
算
定
の
た
め
、
所
得
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
が

一
定
水
準
に
満
た
な
い
場
合
に
軽

減
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
未

申
告
の
人
が
い
る
場
合
は
、
所
得

の
把
握
が
で
き
な
い
た
め
軽
減
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
を
し
な
い
と
課
税

告
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
申
告
期
間
中
、
本
庁
税
務
課
・

各
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
で

は
住
民
税
申
告
の
相
談
は
受
け

付
け
て
い
ま
せ
ん
。
申
告
相
談

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
完
成
し
た
申
告
書
は
窓
口
へ
提

出
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
便
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
相
談
は
、
２
月
16
日
㈫
か

ら
３
月
15
日
㈫
ま
で
（
土
・
日
は

除
く
）
で
す
。
各
会
場
の
日
程
に

つ
い
て
は
24
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

市
県
民
税
の
改
正
点

①
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
特
例
控

除
額
の
上
限
が
、
市
県
民
税
所

得
割
額
の
１
割
か
ら
２
割
に
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
寄
付
金

控
除
を
確
定
申
告
不
要
で
受
け

ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
特
例
を
利

用
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
市

県
民
税
の
寄
付
金
控
除
に
加
え
、

所
得
税
の
軽
減
相
当
額
も
含
め

た
控
除
額
が
、
翌
年
度
の
市
県

民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
（
※

所
得
税
か
ら
の
控
除
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
）。

③
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
ら
れ
る
居
住
開
始
年
月
日
が

平
成
31
年
12
月
31
日
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

申
告
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
世
帯
や
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
被
保
険
者
（
75
歳
以
上
の
人
）

◯印鑑（認印）

○申告書が送付されている人は、その申告書

○給与、雑所得（公的年金や個人年金など）、一時所得（生命保
険や損害保険の満期）、配当所得などの源泉徴収票や支払
調書の原本（コピー不可）

○国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・任意継続の社会保
険料、介護保険料などの領収書、または支払った金額が分か
るもの

　国民年金保険料については、保険料を支払ったことを証明
する書類（日本年金機構から事前に送付される「国民年金保
険料控除証明書」または保険料の領収書）

※平成26年4月から2年前納の制度が始まりました。2年前納
した人で各年分に相当する保険料をその年分に分けて控除
する方は証明書と一緒に「社会保険料（国民年金保険料）控
除額内訳明細書」の添付が必要です。

○生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は、支払保険
料の証明書

○医療費控除を受ける人は、医療費の領収書、保険などで補
てんされた金額の明細書、おむつ使用証明書など（医療費
や補てん額については、必ず事前に計算してください）

○身体障害者手帳や療育手帳、精神障害者保健福祉手帳など

○寄附金控除を受ける人は寄附金の受領書など

○ふるさと納税ワンストップ特例を申請している人が、改めて
申告をする場合は、ふるさと納税分の領収書も必要です。

○「住宅借入金等特別控除」を受ける人は、登記簿謄本、契約
書の写し、住民票の写し、増改築等工事証明書、借入金の年
末残高証明書など

※税の還付を受ける人は、本人の預金口座の分かるもの

　申告期間中は会場が大変込み合います。待ち時間短縮
のために次のことにご協力ください。

○営業、農業、不動産などの収支
内訳書は事前に計算し記入して
ください（昨年申告した収支内
訳書の控をお持ちください）。

○医療費と、高額医療費や入院給
付金などで補てんされた金額
は事前に計算してください。

　次に該当する確定申告は、瀬戸税務署で申告してください。

◇土地や建物、株式などの譲渡所得
◇先物取引による所得
◇営業所得、不動産所得　◇住宅借入金等特別控除
◇青色申告　◇過年分（平成26年分以前）
◇そのほか瀬戸税務署から別に案内のあったもの

〈
お
知
ら
せ
〉

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行

に
伴
い
、来
年
の
申
告（
平

成
28
年
分
）か
ら
個
人
番
号

の
記
載
と
本
人
確
認
が
必

要
と
な
り
ま
す
。な
お
、今

年
の
申
告（
平
成
27
年
分
）

で
は
不
要
で
す
。

証
明
や
所
得
証
明
な
ど
の
発
行
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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 ■ 山陽会場
月　日 対象地区 会　　場
2/16 ㈫ 馬屋・岩田

赤磐市役所
（2階大会議室）

17 ㈬ 和田・穂崎
18 ㈭ 長尾・立川
19 ㈮ 河本・下市
22 ㈪ 熊崎・南方・斎富
23 ㈫ 沼田・中島
24 ㈬ 日古木・二井・高屋
25 ㈭ 上市・正崎・五日市
26 ㈮ 尾谷・津崎・神田
29 ㈪ 鴨前・西中・斗有

3/ 1 ㈫ 下仁保・上仁保
2 ㈬ 山陽1・2丁目
3 ㈭ 山陽3・4丁目
4 ㈮ 山陽5・6・7丁目
7 ㈪ 山陽1～7丁目
8 ㈫

山陽全地区

9 ㈬
10 ㈭
11 ㈮
14 ㈪
15 ㈫

 ■ 熊山会場／桜が丘会場
月　日 対象地区 会　　場
2/16 ㈫ 沢原・佐古

くまやまふれあい
センター

17 ㈬ 殿谷・岡・酌田
18 ㈭ 円光寺・吉原
19 ㈮ 河田原・釣井・徳富・小瀬木
22 ㈪ 松木・勢力
23 ㈫ 千躰・奥吉原
24 ㈬ 小野田・豊田全域
25 ㈭ 可真下・可真上

桜が丘いきいき
交流センター

26 ㈮ 弥上・野間・稗田・石蓮寺
29 ㈪ 桜が丘東1・2丁目

3/ 1 ㈫ 桜が丘東3・4丁目
2 ㈬ 桜が丘東5・6丁目
3 ㈭ 可真・桜が丘東全域
4 ㈮ 桜が丘西1・2・3丁目
7 ㈪ 桜が丘西4・5丁目
8 ㈫ 桜が丘西6・7丁目
9 ㈬ 桜が丘西8･9･10丁目

10 ㈭ 桜が丘西全域
11 ㈮

熊山・桜が丘全地区14 ㈪
15 ㈫

 ■ 赤坂会場
月　日 対象地区 会　　場
2/16 ㈫ 小原・出屋

笹岡公民館17 ㈬ 坂辺・下分
18 ㈭ 惣分・大屋・山手
19 ㈮ 町苅田

赤坂支所
（2階大会議室）

22 ㈪ 大苅田
23 ㈫ 東窪田
24 ㈬ 西窪田
25 ㈭ 由津里
26 ㈮ 山口
29 ㈪ 西軽部

3/ 1 ㈫ 東軽部
2 ㈬ 南佐古田･北佐古田･今井
3 ㈭ 多賀
4 ㈮ 赤坂全地区
7 ㈪

※3月7日㈪から15日㈫の間は、赤坂では会場
を設けません。この間、赤磐市役所（2階大会
議室）の会場で受け付けを行います。

8 ㈫
9 ㈬

10 ㈭
11 ㈮
14 ㈪
15 ㈫

 ■ 吉井会場
月　日 対象地区 会　　場
2/16 ㈫

※2月16日㈫から19日㈮の間は、吉井では会
場を設けません。この間、赤磐市役所（2階
大会議室）の会場で受け付けを行います。

17 ㈬
18 ㈭
19 ㈮
22 ㈪ 仁堀東・塩木・平山

仁美農村
振興センター

23 ㈫ 仁堀中・中勢実
24 ㈬ 仁堀西・戸津野
25 ㈭ 小鎌中･小鎌上･西勢実
26 ㈮ 合田･中畑･石上･小鎌下･広戸
29 ㈪ 仁軒屋･石･八島田･暮田

吉井支所
（2階会議室）

3/ 1 ㈫ 稲蒔･高田･光木
2 ㈬ 黒本
3 ㈭ 黒沢・滝山
4 ㈮ 中山・是里
7 ㈪ 河原屋・草生
8 ㈫ 周匝（中之町・下之町）
9 ㈬ 周匝（中之町･下之町以外）

10 ㈭ 中村・福田
11 ㈮

吉井全地区14 ㈪
15 ㈫

《申告相談受付時間》 午前9時～午後4時

申 告 相 談 日 程 表

申告受付事務の効率化を図るため、昨年の申告より、赤坂会場・吉井会場の会場設置日数を変更しました。赤坂・吉井地区
にお住まいの皆さんにはご不便をおかけしますが、お間違えのないようにこの日程表でご確認のうえ、ご来場ください。
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読
者
の

広
場
　

㉄秘書企画課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
４月号は２月１０日㈬が
記事の締め切りです。

Reader'sSquare
読者の広場

　

寒
さ
で
丸
く
な
っ
て
い
る
背
中
を
伸
ば

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

あ
な
た
の
状
態
に

あ
っ
た
丁
寧
な
指
導
で
す
。老
化
予
防
、

転
倒
防
止
、体
の
引
き
締
め
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。見
学
、体
験
は
い
つ
で
も
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
毎
週
木
曜
日 

午
前
10
時
～
11
時

◆
場
所
／
熊
山
公
民
館 

大
集
会
室

◆
講
師
／
岡
村　

朋
子

◆
受
講
料
／
３
５
０
０
円（
１
カ
月
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
松
本 

☎
０
９
０（
７
９
７
２
）９
０
８
１

ヨ
ガ
教
室
会
員
募
集

募集

●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、3歳までのお子さん（3月・4
月生まれ）の写真をお待ちしています。掲載を希望する人
は①写真（返却はありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 
④生年月日 ⑤住所 ⑥電話番号 ⑦FAX番号 ⑧メールア
ドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単なコメント（30字程度） を添
えてください。4月号の締め切りは2月10日㈬までです。

［あて先］
　〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課

E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

今
い ま お か

岡  奈
な み

美 ちゃん
（小瀬木）

平成27年2月24日生まれ

明るく優しい
女の子になってね。

お母さんの牧子さんから

ベ
リ
ウ
ス
弦
楽
四
重
奏
団
演
奏
会

催し

　

毎
年
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。収
益
は
市
や
地
域
の

奉
仕
事
業
の
一
助
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
６
日
㈰ 

午
前
８
時
～

◆
場
所
／
山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

◆
参
加
費
／
１
万
４
千
円
（
プ
レ
ー

費
、昼
食
代
、チ
ャ
リ
テ
ィ
代
含
む
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
、ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
、消
費
税
は
別
途
）

※
70
歳
以
上
は
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
無
料

◆
申
込
期
限
／
２
月
20
日
㈯

※
お
一
人
で
の
申
し
込
み
も
大
歓
迎
で

す
が
、組
み
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
に
お

任
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先　

・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
赤
磐 

大
森

　

☎（
９
５
５
）１
１
５
４

　

FAX（
９
５
５
）８
３
４
５

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

催し

　

福
田
廉
之
介
さ
ん
の
留
学
支
援
を
し

て
い
る
赤
磐
音
楽
友
の
会
と
赤
磐
弦
楽

愛
奏
会
が
、赤
磐
市
今
井
在
住
の
佐
份

利
祐
子
さ
ん
を
中
心
と
し
た
ベ
リ
ウ
ス

弦
楽
四
重
奏
団
を
お
招
き
し
て
演
奏
会

を
開
き
ま
す
。

　

出
演
者
全
員
が
岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

ご
活
躍
中
で
す
。ハ
イ
レ
ベ
ル
な
弦
楽

四
重
奏
に
よ
る
名
曲
の
演
奏
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
2
月
28
日
㈰ 

午
後
3
時
～

◆
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
／
千
円
（
中
学
生
以
下
無

料
、当
日
券
有
）

◆
曲
目
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト『
Ｖ
ｎ
と
Ｖ
ａ

の
た
め
の
12
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
』よ
り
、レ

ス
ピ
ー
ギ『
リ
ュ
ー
ト
の
為
の
古
代
舞

曲
と
ア
リ
ア
』、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト『
弦
楽

四
重
奏
曲 

第
4
番
』、ド
ボ
ル
ザ
ー
ク

『
弦
楽
四
重
奏
曲「
ア
メ
リ
カ
」
』

◆
主
催
／
赤
磐
音
楽
友
の
会
、赤
磐
弦

楽
愛
奏
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
事
務
局　

安
藤
利
博

　

☎
０
９
０（
７
１
３
７
）６
６
０
５
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　12月７日に笹岡小学校で「人権の花運動」感謝状の
贈呈式が行われました。
　これは、今年の春から児童たちがお互いに協力しあ
って種まきをし、花を育てることにより、相手の立場を
考えること、協力しあうこと、感謝することなどの重要
性を学び、子どもたちの思いやりの心をのばすことを
目的とした活動で、命の大切さなどの人権を尊重する
心を育んできた児童に対し、岡山人権啓発活動地域ネ
ットワーク協議会から感謝状が贈られたものです。
　贈呈式のほか、地域の人権擁護委員や先生から人
権週間（12/４～12/10）にちなんでの話があり、子ども
たちは人権について考えるよい機会となりました。

思いやりの心を育てる
「人権の花」感謝状贈呈式

　12月６日、吉井会館で、約250人が会場を埋め尽く
し、「人権を考えるつどい」が開催されました。
　開会式は、清らかなハンドベル演奏で幕開けし、人
権標語の表彰式が行われました。
　続いて行われたタレントで作家の遙洋子さんの講演
会では、軽快でパワフルな口調に笑い声が絶えない
中、寝たきりになった認知症の父親を専門的な知識が
ない家族が長年介護して失敗した経験や、母親が堂々
とした態度でヘルパーさんの介護を受け入れたことな
ど、介護される人の人権について気づかされるお話に
会場内は引き込まれていきました。
　お話の最後には、介護され終末期を迎えるときには
それまでの人生が反映されるので、身近な人々を大切
に暮らしましょうとエールが送られました。

元気がもらえる講演会「皆が輝いて生きるために」
人権週間に「人権を考えるつどい」

　１１月２０日、民生委員・児童委員の中西伸彦さんが
社会福祉功労者厚生労働大臣表彰を受賞しました。

　この表彰は、民生委
員・児童委員であって、
職務に精励し、その功績
が特に顕著である人に贈
られるものです。
　中西さんは平成３年１月
に民生委員・児童委員の
委嘱を受けて以来長年の
間、地域住民の良き相談
者として、活動してこられ
ました。

　現在は、山陽地区民生委員児童委員協議会および
赤磐市民生委員児童委員協議会の会長を務め、今後
も活躍が期待されています。

おめでとうございます
社会福祉功労者厚生労働大臣表彰

タウン・トピックス

2015.11 ▶ 2015.12
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1月10日に山陽ふれあい 
公園で行われた平成28年
赤磐市成人式。この日た
めに何度も打ち合わせを
重ねてきた成人式実行委
員は当日も朝早くに集合
しリハーサルや受付準備
の合間を縫って写真撮影
に応じてくれました。

今 月 の 表 紙

▶年に数回スノーボードをするためにスキー場に出

かけていますが、温暖化の影響なのか今シーズンは

どのスキー場にも雪がないようです。寒がりなので

暖冬はありがたいですけど、雪が降る地域には降っ

てもらわないと…。（藤原）

▶今年の成人式は例年に比べ、暖かい一日だったよ

うに思います。新成人の皆さんは、久しぶりに会った

友人や恩師と写真を撮ったり思い出話に花を咲か

せたり、とても晴れやかな表情でした。（栗政）

編 集 者 の つ ぶ や き

　12月４日、文部科学大臣表彰を受賞した山陽公民館
放課後子ども教室「山陽子どもⅰランド」を代表して５
人の皆さんが市長室を訪れ、友實市長と杉山教育長と
ともに喜びを分かち合いました。
　この表彰は、学校・家庭・地域が連携協力し、社会
全体の教育力の向上のため、全国で行われている
「放課後子ども教室」、「学校支援地域本部」、「土曜
日の教育活動」などの学校支援活動うち、その活動内
容が特に優れている活動を称えるものです。
　「山陽子どもｉランド」は、地域の皆さんの協力を
得て、公民館を拠点とする土曜日の子どもたちの多様
な体験学習と山陽西小学校への学習支援に携わり、
その活動は地域へ広がりをみせています。

受賞おめでとうございます
優れた「地域による学校支援活動」推進にかかる文部科学大臣表彰

　山陽ふれあい公園
では、平成２７年３月
に行われた市制施行
1 0 周 年 記 念 式 典 の
様子が、記録写真を
もとにほぼ同じ場景に再現されました。ドレス
アップしたエキストラの皆さんからも式典の晴
れやかさや心地よい緊張感が漂う中、主演ふた
りの撮影も進みました。

　可真下にある龍王
公園は、斎藤工さん
演じる治が、桃のレ
ポートを書くため市
内を巡っているとい

うシーンで登場。実は大変な猛暑の中、エキス
トラの皆さんとあかいわモモちゃんがゆったり
涼しげに太極拳をしています。

映画「種まく旅人～夢のつぎ木～」
ロケ地紹介 ： 山陽ふれあい公園、可真下龍王公園

　12月12日、城南ふれあいセンターで、お飾りづくり
に詳しい難波公正さんを講師に招き、「三世代交流
お飾りづくり」を開催しました。
　子どもたちは、昔ながらの伝統にふれながら、お
年寄りや普段はふれあうことが少ない地域から参加
した人たちと一緒に、真剣な顔つきでお飾りをつくり
上げました。
　最後は、完成したお飾りを手にして、「よい一年と
なりますように！！」と笑顔がこぼれました。

良い年になりますように！！
三世代交流お飾りづくり
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　市内にある歴史・文化・自然遺産を
訪ね、それらの歴史を学びながら地域の観光資源に接
することで、その素晴らしさを再確認してもらうこと
を目的に、探訪バスツアーを開催します。

■日時／3月4日㈮　午前9時～午後3時30分（雨天決行）
■集合・解散場所／赤磐市役所本庁正面玄関
■行先
　◦サッポロビール岡山ワイナリー　◦お笑い赤坂亭　 　 ◦西の屋菊ヶ峠店
　◦西山ファーム（イチゴ狩り）　 　 ◦まちづくり夢百笑　◦エコプラザあかいわ

■参加費／無料（昼食代、イチゴ狩り代は当日自己負担）

■定員／30人程度

■申込期限／2月12日㈮ 〈当日消印有効〉

■申込方法／往復ハガキに住所・氏名（ふりがな）・年齢・生年月日・電話番号をご記入
の上、送付してください。
※家族、友人同士などで申し込みを行う場合は、同一はがきに参加者全員の情報を明記してください。
※高校生以下は保護者（責任者）同伴でお申し込みください。

■その他
　・歩きやすい服装・靴でご参加ください。
　・天候や交通事情により行き先を変更する場合があります。
　・雨具などは各自で準備してください。

■問い合わせ・申し込み先
　赤磐市観光協会事務局（本庁商工観光課内） ☎９５５-６１７５
　〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市観光協会「探訪バスツアー」係
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